
接合部の仕様（建設省告示第1460号表三に対応）

Nの値 告示 必要耐力 金物等 アフタイトの種類

表三 （KN） （これらと同等の接合方法を含む）

0.0以下 い 0.0 短ほぞ差し又はカスガイ打

0.65以下 ろ 3.4 長はぞ差し込み栓打ち又はL字形かど AF7 火打両引 （3.4KN）

金物 AF8 火打片引 （3.4KN）

1.0以下 は 5.1 T字形かど金物又は山形プレート金物

1.4以下 に 7.5 羽子板ボルトφ12mm又は短冊金物

羽子板ボルトφ12mm又は短冊金物

1.6以上 ほ 8.5 （共に長さ50mm径4.5mmのスクリュー

釘併用）

1.8以下 へ 10.0 10KN引き寄せ金物 AF2 梁片引 （14.8KN）

2.8以下 と 15.0 15KN引き寄せ金物

AF1 梁両引 （24.9KN）

3.7以下 ち 20.0 20KN引き寄せ金物 AF3 土台･柱 HD (21.5KN)

AF6 柱・柱 HD (梁両引同等品）

AF9 落し込み梁両引 (上記同等品）

4.7以下 り 25.0 25KN引き寄せ金物 AF5 基礎・柱 HD (25.3KN)

5.6以下 ぬ 30.0 15KN引き寄せ金物×2枚 AF4 土台･柱 HD (37.7KN)

上記表のデーターの正確性には最善をつとめておりますが、ご自分の判断及び理解により活用ください。
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